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　私は科学研究費特定領域研究『新しい環境下における分子性導体の特異な機能探索』の平成18年度研究成果報告会に参加しました。本科学研究費特定領域研究では、超高圧・超強磁場下の新しい電子状態の創成、磁性と伝導の複合したπ-d系、人工構造の導入による新機能の開拓、の三つのテーマを柱にし、構成要素が有機分子であることに由来するこの系の特質を最大限に活用して、分子性導体の新しい可能性を開拓する研究が行われています。

　今回の研究会は今年度の成果報告会のため、理論的研究だけではなく物質開発や実験的研究といった多方面からの研究成果が報告され、分子性導体に関して物理学と化学の両面からの最新の研究成果を聞くことができました。分子性導体の新しい物性現象が次々と発見されており、また、新現象の舞台となる新物質の開発も進んでおり、大変興味深い公演ばかりでした。理論については、電荷秩序や超伝導など、低次元電子系の電子状態について様々な解析方法を用いて研究され、新しい概念の提案を含む活発な議論がなされていました。本研究会で、私は理論と実験の両方の視点から分子性導体について学ぶことができました。

　私は、現在『擬一次元分子性導体の電荷秩序に対する二量体化の効果』というこの特定領域のテーマに密接に関連した研究を行っています。本研究会に参加したことにより、私の研究に関する最新の知識と情報が得られ、視野が広がり、新しい視点で考えることを学びました。また、他の関連分野の研究者と議論することができ、今後の研究の方向性が明らかになりました。

　本研究集会は私の研究の発展に直接繋がり、有益なものとなりました。

